
 

 

 

 

 

 

 

 

発達障がいの方、発達障がいの特性をお持ちの方への支援にあたっては、多くの関

係者が同じ理解をし、その方に合った支援を引き継いでいくことが大切です。 

わたしの成長・発達手帳は、その手助けをするツールです。 

発達障がいの方、発達障がいの特性をお持ちの方やご家族に、ご本人のよさや成長

を実感していただいたり、よりよい支援が継続的に提供されるようになることを願い、

作成しました。 
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わたしの成長・発達手帳って？ 

わたしの成長・発達手帳は、大きくわけて 

①「わたしの成長・発達手帳本体シート」 

②「生活マップ」 

③「まとめシート」 

から構成されている、生まれてから大人になるまで使える手帳です。 

ご家族あるいはご本人が管理するもので、所持することを強制するものではありません。 

基本的にはご家族が記入しますが、書くのが難しいところは、まわりの支援者の方と相 

談しながら書いてみてください。また、書けるところのみの記入でも構いません。 

どうして必要なの？ 

いつ使うの？ 

発達障がいは、一見しただけではその特性を理解してもらうことがなかなか難しい障がいで

あり、なおかつ人によって特性が異なります。 

ご家族が、ご本人の成長や発達の様子を記録し支援者と共有することで、ご本人と初めて会

う人でも、特性や支援の方法を共通理解したり、かかわる機関が変わっても適切に情報を引き

継ぐことができます。 

また、この手帳に整理しておくことで、ご本人のよさや成長を実感できたり、どのような支

援や配慮が必要なのかを検討することに役立ったりもします。 

 

 わたしの成長、発達手帳は、以下のような場で役に立ちます。 

＊進学・進級・就職など、所属する環境が変わるとき。 

 ➢ ご本人の情報をわかりやすくまとめて引き継がれるようにすることで、円滑な支援の引

継ぎができるようになります。 

＊病院や学校で書類を制作してもらうとき 

➢ 過去や現在の診療状況や教育・福祉サービス等の履歴が整理されていることで、診断書

や個別支援計画等の作成が円滑に進められます。 

＊災害時など普段の状況を知る人が周りにいないとき 

➢ 外見ではわかりにくい個別性の高い特性（音刺激に弱いなど）を、周りの人にも簡単に

変わるようにまとめておくことで、初めてご本人と接する人でも配慮がしやすくなりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
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わたしの成長・発達手帳には、手帳の持ち主となるご本人やご家族の基本的な情報、

ご本人の保育園・幼稚園・学校等や家庭での様子、健康状態、まわりの環境などを書き

込み、成長は発達の様子を記録します。わたしの成長・発達手帳は、以下により構成さ

れています。 

「生活マップ」は、年代別に記載できるよう５つのシートがあります。成長にあわせて、

また環境が変わったときに更新します。 

 「まとめシート」は、「生活マップ」を作った後、支援者と相談しながら記入してい

くことを想定しています。「まとめシート（普段用）」は、「ICF」の考え方に準拠した「ICF

版」と「アレンジ版」の２種類あります。使いやすい方をご利用ください。 

 

 

 

シートの名前 記載すること 

わたしの成長・発達手

帳本体シート   

・ご本人の基本情報、ご家族の情報  

・手帳を見ることができる人たちの名前、機関名  

・ご本人の成長と発達の様子  

・健康面の情報など  

・幼稚園、保育園、学校での生活の様子、健康状態など  

・毎日の生活リズム  

生活マップ  

＊年代別に５種類のシ

ートがある。   

・趣味、安心する場所など  

・身のまわりのこと（好き嫌い、入浴、睡眠など）  

・学習のこと（よみかき、算数・数など）  

・健康面のこと（病院・薬、気をつけていることなど）  

・コミュニケーションのこと（ご本人の答え方の特徴など）  

・関係する機関や人のこと  

まとめシート  

＊普段用と災害時用が

ある。 

【普段用】２種類あり、使いやすい方を利用 

・発達検査などの結果  

・ご本人の個性や特徴、思いなど  

・普段の生活の様子（できていること、気になることなど）  

・まわりの状況（生活上の助けとなっていることなど）  

・今行っているご本人への配慮や対応など 

【災害時用】携帯できるよう８つ折りのレイアウト 

・私の行動地図 

・災害時想定されるできごとについて 

ICFとは：日本語で『生活機能・障害・健康の国際分類』といいます。「健康」にかかわる生活の

全体的な状況を「心身機能（身体や心のはたらき）」「活動（生活上の様々な行動）」「環境面の要

素」などの観点からとらえる考え方で、対象となる方を総合的に理解することに役立つものです。 

手帳の構成・内容 
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ご本人の情報を記入するページです。 

上の欄には、持ち主となるご本人の情

報を記入します。 

 

下の欄には、個人情報保護のため、こ

の手帳を見てもいい機関や人を記入し

ます。 

 

 例：○×保健センター 

    ○○保健師さん 

             など 

ご家族のこと、ご本人の成長・発達につ

いて記入するページです。 

 

上の欄には、ご家族のお名前などを記入

します。備考欄には「単身赴任」など、

家族の状況について必要と思われる事

項を記入します。 

 

下の欄には、母子健康手帳を参考に記入

します。 

母子健康手帳と一緒に管理する場合は、

必ずしも記入する必要はありません。 

  

 必ずしもすべての欄を記入しないといけないわけではありませんので、記入できる範

囲で、使用したいシートのみ使用するなど工夫していただいて大丈夫です。 

 

 
ご本人の情報ページ 

各シートの特徴や書き方 
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ご本人の成長・発達の様子を記録する

ページの続きです。 

 

上の欄には、お座り、指差しなどがで

きるようになった月齢を記入します。 

母子健康手帳と一緒に管理する場合

は、必ずしも記入する必要はありませ

ん。 

 

下の欄には、健診の日にちと、医師や

保健師から伝えられたことを記入しま

す。 

 例：言葉がゆっくりめかもしれない

から様子見て、と言われた  など 

健康面についての記録と、３歳までの成

長を振り返るページです。 

 

上の欄には、今までにかかった病気や治

療中の病気、アレルギーの有無、健康面

で心配なことを記入します。 

 

下の欄には、３歳までの成長・発達を振

り返って、楽しかった思い出や思い出の

場所、好きな遊びや食べ物などを記入し

ます。 

また、ご本人のよいところ、得意なこと

なども書き留めておきます。 
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各年代の生活の様子を記録するページ 

です。 

 

左のフィルムの欄は、該当する時期に関係

するプリクラ、写真などを貼ったり、イラ

ストを描いたりしてご活用ください。好き

なキャラクターのシールを貼るのもいいで

すね。 

 

右の欄には、通っている園や学校でのでき

ごとや学習の状況などを記録します。ご本

人の過ごしやすさにつながった支援・配慮

があれば、そうしたことも記入してみまし

ょう。 

 例：○○先生が、絵を使ったスケジュー

ルを作ってくれて、運動会もばっちり                        

など 

左の欄には、家庭での様子を記録します。 

できるようになったことや家庭での工夫

なども記入してみましょう。 

 例：うちで友だちの話をしてくれるよう

になった。予定を早めに伝えたらよ

かった        など 

 

右の欄には、健康面や福祉サービスのこと

を記録します。受けた検査があれば、結果

も記入しましょう。診断書や検査結果報告

書などがあれば一緒に綴っておきます。 

例：○病院の小児科○○を初めて受診（９

月）ASDの傾向と…。１０月からリ

ハビリスタート      など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の記録ページ 
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ご本人の一週間の生活リズムを記録す

るページです。 

左側の例を参考に記入します。 

 

下の欄には、生活リズムについて、配慮

があると過ごしやすくなるポイントを

記入します。 

 例：行事のときには疲れやすいのでし

っかりと眠ることが大切  など 

 

＊追加用のシートがあります。生活リズ

ムが変わったら、追加用シートに新

しく記入しましょう。 

 

現在関わっている機関を記録するページで

す。 

 

通っている園・学校や医療機関、保健センタ

ー、放課後等デイサービスなどの連絡先をま

とめておきます。 
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お住いの地域の相談・支援機関の名

称と電話番号を記入するページで

す。 

メモ欄です。 

楽しかった思い出、できるようになっ

たこと、きょうだいやお友だちとけん

かしたことなど、何を書いてもかまい

ません。 

 

＊追加用のシートがあります。スペー

スが足りなくなたら追加用シートを

ご利用ください。 
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生活マップです。 

中心の円には、「わたしの紹介」として、好きなこと、安心できる居場所、長

所などを記入します。 

 

円の周りの四角いスペースには、身のまわりのこと、健康面のこと、コミュニ

ケーションのことなどを記入します。 

 

外側の小さな四角には、現在関わっている方々のお名前を記入します。 

 

＊生活マップは、年代別に５種類のシートがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活マップ 

生活マップ 
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まとめシート（普段用）です。 

「ICF 版」（上）と「アレンジ版」（下）の２種類があります。使いやす

い方をご利用ください。 

 健康状態、発達検査などの結果、ご本人の個性、普段の生活の様子、

ご本人のまわりの状況などを記入します。 

 支援者の方と相談しながら記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめシート（普段用） 
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まとめシート（災害時用）です。 

携帯しやすいよう８つ折りできるレイアウトにしてあります 

 

表面（上）は、ご本人向けに「こんなときどうするか」を状況別にまとめてあり

ます。裏面（下）は、本人やその家族が「周りの人に知ってほしい」と思うとき

に提示するためのものです。 

状況別の下に「私の場合」という欄を設け、本人の場合はどうなるのか、どうし

てほしいかを記入できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめシート（災害時用） 


